
令和７年大船渡市大規模林野火災
からの復旧・復興
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岩手県大船渡市

写真：㈱東海新報社提供
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令和７年大船渡市大規模林野火災の発生
－東日本大震災から14年目の試練－

【令和７年２月に発生した林野火災の概要】

東海新報社提供

❶ 大船渡市三陸町綾里字田浜下地内発生

覚知：２月19日 11：55
鎮圧： 25日 15：05
鎮火：４月７日 17：30

延焼範囲
約324ha

❷ 陸前高田市小友町字柳沢地内発生
※大船渡市末崎町地内まで延焼

覚知：２月25日 15：19
鎮圧： 26日 12：00
鎮火：３月11日 10：30

延焼範囲
約８ha

❸ 大船渡市赤崎町字合足地内発生

覚知：２月26日 13：02
鎮圧：３月９日 17：00
鎮火：４月７日 17：30

延焼範囲
約3,370ha

※２月19日発生分除く

令和７年大船渡市大規模林野火災

火災発生直後の濃煙（赤崎町、三陸町綾里）

大船渡町から赤崎町方面を望む
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陸・空からの総力戦 －41日間に及ぶ懸命の消火活動－

東海新報社提供

大船渡地区消防組合 329隊 1,430人

市消防団 220隊 1,291人

県内相互応援隊 694隊 2,090人

緊急消防援助隊
7,618隊 28,225人

※15都道県

警察（通行規制・警備など） 3,150人

【  陸  上  】

散水
自衛隊大型ヘリ
岩手県防災ヘリ
他県・市ヘリ

 211機
合計  2,261回

6,987㎘

偵察

自衛隊中型ヘリ
岩手県防災ヘリ
岩手県警察ヘリ
他県・市ヘリ

合計   88機

【  空  中  】

（総数） （総数）
自衛隊大型ヘリによる海水取水夜を徹した懸命な消火活動

● 周辺の陸前高田市、住田町、釜石市などが応援部隊の活動拠点を提供
● 避難所運営や人材派遣受入など東日本大震災の経験がノウハウに
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火災の被害状況 －甚大な爪痕－

東海新報社提供

令和７年２月26日発生分の延焼範囲（約3,370ha）
令和７年２月19日発生分の延焼範囲（約   324ha）

三陸町綾里小路

赤崎町合足

赤崎町外口

三陸町
綾里 港

三陸町越喜来甫嶺

三陸町綾里田浜

地理院地図

延焼範囲
約3,370ha
※昭和39年以降で国内最大
（市面積の約10％）

人的被害 死者１人

家屋等被害
226棟 （全壊175棟）
※住家 90棟（全壊54棟）
非住家 136棟（全壊121棟）

最 大
避難者数

4,310人
※避難所 1,249人
避難所以外 3,061人
３月６日18時・７日７時時点

㈱東海新報社提供

三陸町綾里港地域（令和７年４月）【被害の概要】

㈱東海新報社提供

赤崎町外口地域（令和７年４月）
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火災の被害状況 －甚大な爪痕－

東海新報社提供

農業関係 116,083

林業関係※森林被害のみ 7,086,478

  〃  ※森林被害除く 145,754

水産業関係 2,097,548

商工・観光業関係 531,563

その他※公共土木施設など 233,795

合 計 10,211,221

（千円）

被害総額 『102億円以上』

【被害額】

● 東日本大震災との二重被災も
● 地域の特産物であるワカメの収穫

 や定置網業の準備時期を直撃

農業関係

林業関係

水産業関係

農業用施設

林業機械

作業保管施設
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大規模林野火災からの復旧・復興
～ 発災から１年の歩み ～

【暮らしの再建】※主な取組

〇住まいの確保・再建支援
・災害廃棄物処理

R7.12 被災家屋等(222棟)の処理が完了

・災害義援金の配分

５回にわたり配分を決定

・応急仮設住宅の整備

R7. 5 建設型応急仮設住宅への入居

  綾里：19世帯 蛸ノ浦：7世帯

  合計：26世帯

・被災者見守り・相談支援

R7. 6～ 被災者の心のケアを実施

・住宅再建支援個別相談会

R7.11～ 公的支援制度などの相談会の開催

・テレビ共同受信施設の復旧支援

R7.12～ 補助金申請の受付開始

㈱東海新報社提供

三陸町綾里港地域（令和８年２月）

建設型応急仮設住宅（蛸ノ浦）



【なりわいの再生】※主な取組

○商工・観光業への支援

・中小企業被災資産の復旧整備

・「大船渡復興割」の実施 ※R7.6.30～R8.1.30実施

宿泊・クーポンによる観光需要喚起

・ツバキサク「ありがとう」フェスタの開催
※R8.3.14・15開催

市内経済の活性化

○農林水産業への支援

・農業用施設・機械の再取得等

・林業機械の再取得等

・綾里漁協作業保管施設の復旧整備

・漁業用資材、養殖機器等の復旧整備

生産サイクルに遅れが生じないよう支援 ㈱東海新報社提供

大規模林野火災からの復旧・復興
～ 発災から１年の歩み ～
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国県補助あり → ３／４補助
市単独補助  → ２／３補助

ツバキサク「ありがとう」フェスタ

ウニ漁



【災害予防の強化】※主な取組

○新たなルール

・「林野火災警報・注意報」の創設

令和８年１月１日から運用開始

大規模林野火災からの復旧・復興
～ 発災から１年の歩み ～
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＜運用＞

→降水量、乾燥状況、強風注意報等の気象状況を

基準に発令し、火の使用を制限

→警報時、火の使用の制限に従わなかった場合、

罰則が科される

種 別
発令日数

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 合計

林野火災
警報

７ 10 １ ３ ０ 21

林野火災
注意報

13 22 12 ４ １ 52

＜発令状況（R８.１月～５月実績）＞ （日）



○災害時の備え

・民間企業からの支援による防火水槽の設置

大規模林野火災からの復旧・復興
～ 発災から１年の歩み ～
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寄贈者

株式会社小山田工業所（盛岡市）

大和重機株式会社（奥州市）

仕様

耐震性鋼製防火水槽 40㎥

設置概要

日時：令和７年11月25日（引渡し）

場所：大船渡市三陸町綾里字八ヶ森地内

八ヶ森トンネル北側（県有地）

火災防御訓練（R7.11.25）引渡し（R7.11.25）
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大規模林野火災からの復旧・復興
～ 令和８年度の主な取組 ～

【暮らしの再建】

【災害予防の強化】

・住宅再建支援個別相談会
令和７年度に引き続き、公的支援制度などの
相談会を開催
被災者に寄り添い、円滑な住宅再建を支援

・被災者見守り・相談支援
令和７年度に引き続き、被災者の見守り、関
係機関へのつなぎ、困りごとの対応等を実施
継続的な被災者の心のケア

・消防水利の整備
消火活動の際に課題となった水利確保に対応
するため、防火水槽を整備
（整備予定地）三陸B＆G海洋センター敷地内

・水槽付消防ポンプ自動車、赤外線カメラ付ド
ローン等の整備

住宅再建支援個別相談会

被災者見守り・相談支援

㈱東海新報社提供



昭和39年以降で国内最大の延焼範囲

→森林被害：3,370.15ha

（令和７年２月19日・26日の火災被害の合計）

大規模林野火災からの森林再生に向けて
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全国的に森林所有者の経営意欲等が減退…

どう再生するか全国から注目

令和７年大船渡市大規模林野火災等に係る森林再生計画
「大規模林野火災からの森林再生に向けて－いわて・大船渡の挑戦－」

※R8.3.27策定



   森林育成ゾーン
中長期的に森林機能の再生を進める区域

   森林ふれあいゾーン
森林再生を通じた交流の場となる区域

   森林再生・防災対策ゾーン
市民生活への影響等を踏まえ再生する区域・基本方針

① 人工林の復旧
 森林災害復旧事業を最大限活用

② 焼損の著しい地区
 治山ダム整備等の土砂流出対策

③ 新たな取組・新技術の導入
 効率的な再生

④ 被災木の活用
 供給円滑化に向けた情報共有・
 需要喚起

⑤ 多様な樹種の植栽
 延焼しにくい森林への誘導など

大規模林野火災からの森林再生に向けて
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森林再生のエリア区分（ゾーニング）の区域図

森林再生計画 ・三つのエリア区分による戦略的再生

「© Airbus DS 2025」



大規模林野火災からの森林再生に向けて
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『森林災害復旧事業』
・進捗状況 ※令和８年７月末現在

＜市有林＞

令和７年度から着手。
令和８年７月中旬、一部で跡地造林完了。
現在、同箇所でシカ防護柵設置作業を実
施している。
〔施業地〕三陸町綾里字熊之入地内

＜私有林＞

令和８年度から着手。
令和８年５月から森林の境界確認作業を
開始。順次実施している。
現在、一部で伐採作業を実施している。
〔施業地〕赤崎町字合足地内

三陸町綾里字打越・小路地内

跡地造林（苗木の植栽）

〔跡地造林の考え方〕

森林所有者の意向と事業地の状況を
踏まえた造林を基本としつつ、多様な
樹種構成による災害に強い森林へ誘導

伐採現場（三陸町綾里字熊之入地内）



大規模林野火災からの森林再生に向けて
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〔課 題〕

・境界確認作業の効率化

私有林の森林災害復旧事業においては、

事業実施区域の森林所有者と隣接所有者

との境界確認作業を要する。

当該作業の効率化＝事業全体の迅速化

・労働力の確保

今後、境界確認作業等に要する期間を確認

しながら、年間の発注見込数量を試算。
  その上で、

膨大な事業面積をカバーする労働力が必要

・森林所有者の復旧意欲の喚起

「意向調査結果」※R7.9.16～10.17実施

 優先的な再生が求められる私有林：約1,700ha 

 復旧希望有私有林：約780ha

意欲喚起のため下草刈作業補助などの支援拡充

境界確認作業

被災木の伐採作業



大規模林野火災からの森林再生に向けて
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『土砂災害等の対策』

整備が進む治山ダム

・応急工事の実施 （県実施）
※R7.6.20完了

降雨等により土砂流出のおそれがある

箇所（29か所）に、応急対策として大

型土のうを設置

・治山ダム・砂防堰堤等の整備（県実施）

降雨等により人家・道路へ被害のおそ

れがある箇所への治山施設の設置・砂

防堰堤を整備

治山ダム９か所

砂防堰堤５か所
計画的に進捗

大型土のうの設置

㈱東海新報社提供



・新たな取組

林外への被災木の集積ポイントの設置

跡地造林区域の確保と効率的な搬出

・新技術

①ブロックディフェンスの採用

シカ食害防止新技術

獣道等を残し、小区画で防護柵を設置

②スマート林業の導入

ドローン測量等による現場管理の効率化

③衛星画像による森林被害調査（県実施）

※R7.10月完了

効率的かつ迅速な調査を実施

衛星画像により、被害状況を画像解析

し、被害の激しい森林を確認

大規模林野火災からの森林再生に向けて
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「ブロックディフェンス」イメージ

『新たな取組・新技術』

「ドローン測量」イメージ



『被災木の活用』

大規模林野火災からの森林再生に向けて
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・被災木材利用促進事業費補助金の創設

被災木材を使用した建築工事に要する費用を補助

 ①被災漁業者の作業小屋・倉庫の再建等にも使用可能

 ②他の補助金との併用可能

 ③大船渡市外の建築物も対象

「JR東日本」ホームページから

需要喚起に関する普及啓発に取り組む

・「ＴＥＡＭ森林再生大船渡」の設立
民間団体等で構成する被災木活用チーム

被災木活用の企画・提案・実行等に係る広報や
 情報交換、マッチングを行う。

 （代 表）岩手県森林組合連合会
 （副代表）ノースジャパン素材流通協同組合

「モクコレ2026」



『Ｊ－クレジット創出事業』

大規模林野火災からの森林再生に向けて
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『風化防止の取組』

・市有林Ｊ－クレジットの創出・販売

森林再生に係る財源の確保

経済的な安定を図りながら再生

（令和10年度以降に販売開始予定）

・大規模林野火災に学ぶ講演会

林野火災の教訓を共有し、今後の防災

・減災対策と森林再生につなげるため

講演会を開催

（令和８年７月15日・16日開催）
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これまで、全国各地の企業・団体・個人の皆様から、災害義援金

や見舞金、ふるさと納税、物資など、数多くの御支援をいただいて

います。

こうした御支援は、復旧・復興に向けた取組を進める上で、大き

な励みとなっています。

皆さまから寄せられた温かい御支援に、改めて心より御礼申し上

げます。

寄附金の受付状況（令和８年７月末現在）

災害義援金 17億7,156万円 個人版ふるさと納税 １億8,942万円
災害見舞金  ７億4,793万円 企業版ふるさと納税 ２億5,870万円
指定寄附金 142万円

温かいご支援ありがとうございます

※災害義援金・個人版ふるさと納税は、令和７年12月末で受付終了。

※災害見舞金は、令和８年３月末で受付終了。令和８年４月から、指定寄付金として受付。
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